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都市再生整備計画　事後評価シート

嵐山中央地区

平成２４年３月

埼玉県嵐山町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 216ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

実施内容

関係団体等や地域町民等協議により、既存施設（勤労福祉
会館）を改装・増築し、中央公民館の取壊後、防災広場として
防火水槽を設置し、通常は駐車場として利用し、災害時の避
難場所とする。また、防災広場の一部に地元消防団の消防
車庫を整備するため、追加

目標
達成度

○

 １）事業の実施状況

中央公民館はバリアフリー化することとしていたが、関係団
体等や地域町民等協議により、既存施設（勤労福祉会館）を
改装・増築し、中央公民館は取壊すこととなったため、削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

計画策定時には、県道と県道を結ぶ道路として整備を検討し
ていたが、地権者の同意が得られなかった。しかし、地権者
の同意が得られることになり、住環境整備や安全を図るた
め、追加

中央公民館はバリアフリー化することとしていたが、関係団
体等や地域町民等協議により、既存施設（勤労福祉会館）を
改装・増築し、中央公民館は取壊すこととなったため、削除

中央公民館の利用者数を目標としていたが、（仮称）ふれ
あい交流センターの利用者数を目標と変更

中央公民館の利用者数を目標としていたが、（仮称）ふれ
あい交流センターの利用者数を目標と変更

従前値 数　　値

―

効果発現要因
（総合所見）

まちづくりの目標達成に向けプラスの影響があるが、目標も
指標も据え置く

地域創造支援事業（中央公民館、旧役場庁舎）

　人/年 44,518 H17 49,000 H23

駅までの歩行時間 分 18 H18

％

H2315

フォローアップ
予定時期

中央公民館の利用者数を目標としていたが、（仮称）ふれ
あい交流センターの利用者数を目標と変更

1年以内の
達成見込み

15

平沢土地区画整理事業の進捗により、
歩道があり安全に歩行できる道路が完
成した。駅周辺においても歩道設置や
信号待避所設置することにより、安全
に歩行できるの駅までの通勤・通学時
間を短縮することができ、安全に歩行で
きる空間が拡大した。

○28.6

平成25年5月○

10.6 H17 25.0 H23

ふれあい交流センターを整備すること
により、異世代交流の場が確保され、
利用者数が増加した。周辺の歩道整備
や信号待避所整備等交通安全対策も
進み、より利用しやすくなっている。

駅周辺の通勤・通学路及び観光客のた
めに歩道整備や生活道路整備を行い、
交通安全対策における満足度が向上し
た。信号待避所や地区の公園整備を行
い、利用が進めば満足度は向上する。

平成25年5月

54,132

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

その他の
数値指標

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

なし

指　標

指標２

（仮称）ふれあい交流セン
ターの利用者数

指標３

交通安全対策における満
足度

 ５）実施過程の評価

・ふれあい交流センターの設計においては、住民参加型で行ったことにより、協働のまちづくりが推進された。
・本計画策定前の平成16年においては、刑法犯発生認知件数は593件と県内町村でワースト1位となっていたが、本計画による交通安全対策等安全安心対策と関連事業の防犯対策事業を行ったことにより、刑法犯発生認知件数
は平成22年に225件と激減した。交通安全対策においては、平成23年2月まで2年間交通事故死ゼロとなっていた。
・本計画で整備したふれあい交流センターにおいては、更なる交流施設にするよう、町民からボランティア活動を積極的にを行いたいとのアイディアが出され、平成２３年度からボランティアコーディネーターを配置した。子どもの遊
ぶスペースを設置したことにより、子育て世代の方も利用されており、町外からの利用の相談もされるなど、新たな交流が図られている。

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

道路事業（駅前深嵐線）

地域創造支援事業（（仮称）ふれあい交流センター事業）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等実施状況

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし
都市再生整備計画に記載し、実施できた

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

嵐山中央地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

地域生活基盤施設事業（中央公民館）

埼玉県 市町村名 嵐山町

平成19年度～平成23年度

－

指標1

従前値 目標値

目標値

当初計画
から

削除した
事業

道路事業（町道2-21号線（A工区）、町道2-21号線（B工区）、1-15号交差点、東原区4-2号線、東原区4-5号線、テニスコート東側線、菅谷3号線、川島49号線、町道1-14号、菅谷東西線、菅谷45号
線）、公園事業（東原第2公園）、地域生活基盤施設事業（停車場線ポケットパーク）、土地区画整理事業（平沢土地区画整理事業）

平成19年度～平成23年度 平成23年度事後評価実施時期 2,550百万円



様式２－２　地区の概要

単位：分 18 H18 15 H23 15 H23

単位：% 10.6 H17 25.0 H23 28.6 H23

単位：人/年 44,518 H17 49,000 H23 54,132 H23

嵐山中央地区（埼玉県嵐山町）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

交通安全対策における満足度

駅までの歩行時間

目標値 評価値

（仮称）ふれあい交流センターの利用者数

大目標：人々が安全・安心に暮らし、活気あふれる魅力的なまちの創造
　目標１：区画整理事業による土地空間の整備を行い、良好な居住空間と利便性の向上を図る。
　目標２：道路整備及び歩行者空間整備を行い、通勤・通学を始め歩行者等に安全で快適な居住空間を形成する。
　目標３：異世代間の能動的交流拠点や防災整備として公共施設の整備を図る。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

◎安全で安心に住み続けることができるよう、パトロール等住民主体のまちづくり活動を支援し、町の活性化のため、ふれあい交流センターにボランティアコーディネーターを配置し、子育て、高齢者の見守り、高齢者の生きがいづくり、地域美化、防犯、観光、歴史文化等あらゆる分野に
ボランティア活動を広げていく。
○郊外型店舗の出店により、駅西地区のスーパーは閉店となり、高齢者が歩いて日常的食材を購入できる施設がなく、今後買い物難民対策を行っていく必要がある。
○観光客が安心して歩ける歩道整備は行ったが、案内表示が満足になく、看板の設置を行い、観光客が何度も訪れるような魅力あるまちづくりを行っていく必要がある。
○防災広場として整備し、通常はふれあい交流センターの駐車場とした箇所については、東日本大震災を受け、地域防災計画の見直しを行っており、今後の利用方法において再検討していく必要がある。

まちの課題の変化

・土地区画整理事業の進捗により、快適な居住空間が形成された。
・通勤通学路や観光客のための歩道整備や信号待避所が整備され、安全が確保された。
・異世代交流のための施設を整備することにより、高齢者だけでなく子育て世代の方も利用される施設となることにより、地域住民の交流の場の拠点となっている。
・交流の拠点整備はできたが、更に住民のふれあいを促進するきっかけが不足している。また、歩道整備や道路整備を行うことにより、安全に外出できる環境が整備されたが、高齢化に伴ういわゆる買い物難民を出さないような空間が必要である。
・観光客のための歩道整備は行ったが、案内表示等が十分とはいえず、魅力を発信する観光ボランティアの育成も必要である。

■基幹事業 

 道路 菅谷３号線 
  （平成23年度整備中） 

■基幹事業 

 道路 ２－２１号線（Ａ工区） 

  （平成23年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 駅前深嵐線 

■基幹事業 

 地域生活基盤整備 停車場線ポケットパーク 

■基幹事業 
 道路 １－１５号線 

■基幹事業 
 公園 東原第２公園 

■基幹事業 
 道路 東原区４－５号線 

■基幹事業 
 道路 東原区４－２号線 

■基幹事業 
 道路 菅谷東西線 
  （平成23年度整備中） 

□提案事業 
 地域創造支援事業 

 （仮称）ふれあい交流センター整備工事 

■基幹事業 
 土地区画整理事業 
  平沢土地区画整理事業 
   （平成23年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 ２－２１号線（Ｂ工区） 
  （平成23年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 菅谷１－１４号線 

■基幹事業 
 道路 川島４９号線  

■基幹事業 
 道路 テニスコート東側線 
  （平成23年度整備中） 

■基幹事業 
 道路 菅谷４５号線 




